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スイスのボーデン湖畔にある小さな町で結成された9歳か
ら17歳までのこどもたちだけのジャズバンドです。全員が
レベルの高い演奏をすることができ、数々のフェスティバル
に出演して高い評価を得ています。東日本大震災直後に
宮城県を訪問するなど、全国各地での演奏会を通じて、友
好親善を深めています。阿南第二中学校のジャズバンド部
がゲスト出演します。ぜひこの機会をお楽しみください。
日時　10月4日㈮　18：30開演（18：00開場）
場所　コスモホール（情報文化センター）
入場料【全席自由・税込】　前売り2,500円（当日500円増
し）　※未就学児の入場はご遠慮ください。
チケット取扱場所　情報文化センター（コスモホール）、文化
会館（夢ホール）、徳島新聞社事業部（徳島新聞各販売店でも
取次ぎします）、平惣（徳島店・小松島店・阿南センター店）

問い合わせ
文化振興課「あなん遍路道おもかげウォーク」係 ☎22ｰ1798
加茂谷へんろ道の会（専用）  横井  ☎090ｰ3187ｰ7640

問い合わせ　情報文化センター　☎44ｰ5000

阿波公方・民俗資料館 展示解説

スイス・日本国交樹立160周年記念
スイング・キッズ ジャパンツアー in ANAN

四国遍路道で最も古い「かも道」「空海修行の太龍寺」、
「若杉山辰砂採掘遺跡」をガイド付きで巡ります。
日時　11月23日㈷　受付開始　8：30　スタート　9：00
　　　ゴール　15：00予定（バスで送迎します）
集合場所　加茂谷中学校西側堤防上駐車場
コース　�かも道～太龍寺・南舎心嶽～太龍寺道・若杉山辰

砂採掘遺跡～水井橋
（総延長:約11㎞の上り下りの山道になります）

参加費　1,000円（バス代、保険料、資料代を含む）
定員　80人（応募者多数の場合は抽選）
申込方法　�往復はがきでお申し込みください。

【往信表面】　〒774－8501 富岡町トノ町12番地3
　　　　　　�文化振興課　あなん遍路道おもかげウォー

ク係
【往信裏面】　①申込者住所　②お名前（1通に2人まで）
　　　　　　③電話番号（携帯）を記入

【返信表面】　申込者の住所、お名前
【返信裏面】　空白（受付シールを添付して返信します。
　　　　　　抽選に外れた方にも通知します。）
申込締切日　11月5日㈫（当日消印有効）
注意事項
・高低差500ｍ余りの山道になります。
　山歩きの装備、服装でご参加ください。
・参加料は当日のお支払いになります。
・�当日が雨天の場合は中止になります。（電話で連絡します）
主催　加茂谷へんろ道の会、文化振興課

　
先
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、
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さ
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い
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き
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し
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。

町
内
の
ち
び
っ
子
た
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が
た
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さ
ん
遊
び
に
集
ま
っ
て
い
て
、

ヨ
ー
ヨ
ー
釣
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や
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ど
、
と
て
も
に
ぎ
や
か
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わ
れ
て
い
ま

す
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、
古
く
か
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。

　
私
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ら
れ
る
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縁
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り
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羽
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く
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神
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い
ろ
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ろ
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が
、
そ
の
土
地

の
繁
栄
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と
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が
る
の
だ
な
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う
こ
と
を
改
め
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感
じ
ま
す
。

　
50
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ろ
勉
強
さ

せ
て
も
ら
う
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え
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し

た
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ノ
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て
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。
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仲
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を
お
待
ち
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い
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す
。

　
次
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中
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本
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に
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願
い
し
ま
す
。
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り
時
間

羽ノ浦町
西　　佳苗さん

第１０回
あなん遍路道おもかげウォーク

専門員による阿波公方・民俗資料館の展示解説を行いま
す。10月は常設展示の解説に加えて「阿波公方と動物」
のテーマでミニ解説も行います。
日時　10月12日㈯　10：00～11：00
場所　阿波公方・民俗資料館
入館料　大人200円　※中学生以下無料
対象　どなたでも　※事前申込不要
今後も、偶数月に開催予定です。ミニ解説のテーマは
毎回変わります。

問い合わせ　文化振興課　☎22ｰ1798




